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日時／2017年5月12日（金） 
　　　7:00PM〜8:30PM頃（開場6:30PM〜）
会場／大阪市中央公会堂　小集会室
受講料／1,800円（大阪城天守閣オリジナルクリアファイル付き）
定員／100名
主催／ナカノシマ大学事務局
協力／大阪城天守閣

募
集
要
項

お名前・ご住所・電話番号・人数・講座名を明記の上、下記までハガキ、ファック
ス、もしくはHP内の応募フォームからお申し込みください。複数名でご参加希望
の場合、ハガキ、ファックスについては、人数分の必要事項を明記してください。

〒530-0004 大阪市北区堂島浜2-1-29 古河大阪ビル4階
「ナカノシマ大学5月講座」受付係　FAX.06-4799-1341

※先着順で受付後、4月20日前後より受講票をお送りします。
※受講料は講座当日に受付にてお支払いください。
※定員に達した時点で申し込みは締め切らせていただきます。
※当日のお車ならびに自転車でのご来場はご遠慮ください。

 「大阪城から見る、城好きニッポン」

21世紀の
懐徳堂

プロジェクト

ケータイからは
こちら！→

お問い合わせ☎ 06-4799-1340
（ナカノシマ大学事務局） 

ナカノシマ大学の最新情報は 
http://www.nakanoshima-univ.com

2017年5月講座   

 「大阪城から見る、
城好きニッポン」
講演／宮本裕次（大阪城天守閣 研究副主幹） 

◎今月の授業

 【大阪城】

日本人はなぜ
城が好きなのか?

　連日国内外から観光客が集まる大阪城
は、押しも押されもせぬ大阪のシンボル。
石垣に櫓に門と見どころは数多いが、特に
人気が高いのはやはりフォトジェニックな
天守閣。昭和６年（1931）に市民の寄附
を元に復興されたもので、コンクリートに
よる建築技術は「大阪城方式」と呼ばれ、
昭和の復興天守ブームの際に全国に伝播
するなど、その建築史的評価は高い。
　ところが、姫路城の保存修理や木造に
よる復元が計画中の名古屋城など、創建
当初の「オリジナル」志向が強まった近年
は、コンクリートによる復興天守を軽んじ
る向きもあるのだとか。それもまた、城郭
を愛して止まない日本人の心性の表れと言

えるかもしれない。
　今また城ブームと言われる中、大阪城天
守閣の宮本裕次先生が満を持してご登場。
豊臣秀吉による築城から大坂の陣での落
城、そして大大阪時代の復興という歴史を
紐解きながら、時代ごとに大阪城が担った
役割を解説してもらう。また、城郭史の観
点から、日本社会と城の結び付きを概観。
なぜ日本人はこんなに城が好きなのか、じ
っくり掘り下げていただきます！

観光スポット? いや、地元のシンボル？
復興を繰り返した大阪城の歴史を紐解けば、
城を愛する日本人の心が見えてきた。

昭和初頭、建設中
の大阪城。施工を
担当した大林組は

「大阪の市民を挙
げての大事業であ
る」と取り組んだ。

みやもと・ゆうじ
大阪城天守閣 研究副主幹。
専門は日本近世史・地域史。大
阪城の歴史にかかわる多数の
展覧会を担当。徳川時代大坂
城の実態解明にも取り組む。

◎5月27日（土）「大阪・高低差地形入門」エキストラ講座開催が決定!
定員に達しましたので、4月22日実施分の募集は締め切らせていただきました。ご好評につき、日にちと会場を変え、エキストラ講座を実施します。
日時／5月27日（土）2:00PM〜3:30PM頃（開場1:30PM〜）　会場／中央電気倶楽部 大ホール　受講料／2,000円（マップ付き） ※講演内容は4月講座と同じです。

名古屋城

熊本城

最近うわさの
あんな城や、

こんな城の解説も

9
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Ritsumeikan
Osaka Umeda
Campus 会場／大阪富国生命ビル5階 立命館大阪梅田キャンパス

　　　　（〒530-0018 大阪府大阪市北区小松原町2-4）
時間／各回とも2:00PM〜3:40PM
定員／各回100名（先着順） ※要事前申込　※人気の講座のため、
掲載時、既に満席となっている可能性がございます。予めご了承ください。
●お申込み方法　下記お問合せ先へ「受講申込書」をご請求ください。

●お問合わせ先
立命館大阪梅田キャンパス（大阪富国生命ビル14階）公開講座事務局
TEL.06-6360-4895（平日：9：00AM～5：30PM、土日祝休）
FAX.06-6360-4894　E-mail.osaka-kz@st.ritsumei.ac.jp
●詳しい講座内容については、ホームページをご覧ください。

「受講申込書」は、下記URLからもダウンロードできます。
http://www.ritsumei.ac.jp/osakaumedacampus/

受講料：1回1,700円（全8回一括申込・振込の場合、12,000円）　※誌面の都合上、講座概要については一部省略し、掲載しております。
※事情により、やむを得ず、日程・テーマ・講演者などが変更になる場合がございます。

あ
な
た
の
知
的
好
奇
心
を
専
門
家
が
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
!

立
命
館
大
阪
梅
田
キ
ャ
ン
パ
ス
公
開
講
座

コーディネーター：藤巻 正己（立命館大学文学部・教授）、金水 敏（大阪大学大学院文学研究科・教授）
共催／大阪大学大学院文学研究科、大阪大学21世紀懐徳堂、立命館大学文学部 各

分
野
の
専
門
家
を
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に
迎
え
た
20
の
講
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が
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イ
。

学
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続
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た
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会
人
の
方
に
も
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参
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て
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い
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月
か
ら
の
時
間
割
で
す
。

た
だ
い
ま
、新
規
受
講
生
を
募
集
中
！

2017年度 
立命館大阪プロムナードセミナー

 「言葉の身づくろいと遊び」

 「落語を通して語る
戦争・平和・人権」

 「大阪・京都の『一大事』
─災害・動乱・革新─」

大阪・京都文化講座（前期）

階

地下鉄谷町線 東梅田駅から徒歩１分／地下鉄御堂筋線 梅田駅・
阪神 梅田駅から徒歩3分／JR大阪駅・阪急梅田駅から徒歩5分 

6/12（月）

6/19（月）

6/26（月）

7/3（月）

5/15（月）

5/22（月）

5/29（月）

6/5（月）

 「江戸開府は京都の一大事？」
中本 大（立命館大学文学部・教授）

安斎育郎
（立命館大学・名誉教授／安斎科学・平和事務所（ＡＳAＰ）所長
／立命館大学国際平和ミュージアム・名誉館長）

 「EXPO'70 大阪万博の時代と
大阪の前衛美術」
橋爪節也（大阪大学総合学術博物館・教授）

 「東京奠都とその後の京都」
山崎有恒（立命館大学文学部・教授）

 「大塩事件─鎮圧にかかわった武士─」
岩城卓二（京都大学人文科学研究所・准教授）

 「『平安時代』の終焉
─『平安』でなかった平安京─」
杉橋隆夫（立命館大学文学部・名誉教授）

 「上方落語・危機一髪」
金水 敏（大阪大学大学院文学研究科・教授）

 「平安京を襲った大火災
─炎の連鎖の中に生きた人びと─」
片平博文（立命館大学文学部・特別任用教授）

 「えらいこっちゃ、こら一大事や!
─大坂の幕末─」
髙島幸次（大阪大学・招へい教授）

●

●

●

●

●

●

●

●

5

6

7

8

1

2

3

4

蜂起した側から語られることが多い大塩事件だが、鎮圧で功を
上げ、人生が大きく変わった幕府代官所役人の視線から考える。

明治維新により大打撃を受けた京都。「米百俵」をスローガンに立
て直しを図った町衆たちの面白くも悲しい物語について紹介する。

1970年に大阪で万博が開かれて50年近く経つ。戦後美術の
動向も踏まえながら、 EXPO'70 大阪万博について回顧する。

なぜ徳川家康は京を離れ、江戸に幕府を開いたのか。京の人 は々
それをどう見ていたのか。「イメージ戦略」をキーワードに解き明かす。

嘉永七年(1854)、天保山沖にロシア船「ディアナ号」が現わ
れ、大坂の幕末は始まった。狂騒の大坂にタイムスリップ！

平安時代の大火災から、火災の驚異的な広がりの速さや、
発生時の自然的条件などを歴史地理学的な視点から捉える。

「上方落語は死んだ」とまで言われる程の戦後の落ち込みを
立て直したのは、「四天王」と呼ばれる落語家たちだった。

平安京は、数々の政争や戦乱に悩まされ続けた都市だった。京
をめぐる戦乱を回顧し、平安から鎌倉への時代の転換を論じる。

大阪富国生命ビル
で開講中

立命館大阪梅田キャンパス 検索
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Ritsumeikan
Osaka Umeda
Campus

2017年度 
立命館大阪プロムナードセミナー

 「言葉の身づくろいと遊び」

 「落語を通して語る
戦争・平和・人権」

木津川計
けい

（上方芸能評論家／元立命館大学・教授）

安斎育郎
（立命館大学・名誉教授／安斎科学・平和事務所（ＡＳAＰ）所長
／立命館大学国際平和ミュージアム・名誉館長）

見苦しくないよう人は服装を整え、身づくろいに気を遣う。
同様に、言葉も聞き苦しくなく、読まれて恥をかかぬよう
人は留意します。いわば言葉も身づくろいするのです。
服装に種類があるように、言葉も改まったり、くだけたり
します。私が上梓した『ことばの身づくろい』を中心に、楽
しく語ります。　

今年は日本国憲法が施行されて70年目。政権が改憲
を視野に入れつつある中で、さまざまな立場からの議論
が展開されるでしょうが、憲法の根底にある平和や人権
の問題について、私が愛読する『寄席芸人伝』をとっか
かりに「落語」の世界を通じて考えてみましょう。

5/12（金）

6/9（金）

7/14（金）

9/15（金）

10/13（金）

11/10（金）

「大阪のしゃれ精神」

「ウイットとエスプリ」

「言葉遣いと心くばり」

「漢字の感じと知恵」

「言葉への向き合い方」

「変わる日本語への対し方」	

●
●
●
●
●
●

1

2

3

4

5

6

4/25（火）

5/30（火）

7/4（火）

8/29（火）

10/3（火）

11/28（火）

「破礼噺花蝶」	

「噺家戦記 柳家円治」

「与太郎戦記 ─戦場にかける恋」	

「動乱幸助」

「地獄巡り 柳家吉松」

「名残の雪 三遊亭新朝」	

●
●
●
●
●
●

1

2

3

4

5

6

受講料：1回1,700円（全6回一括申込・振込の場合、8,500円）

受講料：1回1,700円（全6回一括申込・振込の場合、8,500円）

記
録
す
る
建
築

 （
仮
称
）大
阪
新
美
術
館
に
つ
い
て

取
材・文
／
大
迫 

力（
本
誌
）

　

2
月
2
日
、
大
阪
市
中
央
公
会
堂
の

中
集
会
室
は
、
午
後
2
時
の
開
会
を
前

に
す
で
に
熱
気
と
緊
張
に
包
ま
れ
て

い
た
。

　

中
之
島
に
建
つ
新
し
い
美
術
館
の

建
築
設
計
コ
ン
ペ
、
そ
の
公
開
プ
レ
ゼ

ン
に
３
０
０
人
を
超
え
る
人
々
が
集

ま
っ
た
の
だ
。
関
係
者
席
も
埋
ま
り
、

テ
レ
ビ
カ
メ
ラ
も
数
台
入
っ
て
い
る
。

平
日
の
昼
間
と
は
思
え
な
い
。
驚
き
と

共
に
、
長
く
中
之
島
に
関
わ
っ
て
き
た

者
と
し
て
は
、
関
心
の
高
さ
に
少
し
安

目
の
前
で
プ
レ
ゼ
ン
す
る
と
共
に
、
審

査
員
か
ら
の
質
問
に
答
え
る
。
こ
の
時

点
に
お
い
て
、
最
優
秀
案
す
な
わ
ち
コ

ン
ペ
の
勝
者
の
決
定
は
、
２
月
中
旬
と

さ
れ
て
い
た
。

　

定
刻
通
り
に

始
ま
っ
た
公
開

コ
ン
ペ
は
、
く
じ
引
き
で
決
め
ら
れ
た

と
い
う
順
番
に
従
っ
て
進
め
ら
れ
た
。

ト
ッ
プ
バ
ッ
タ
ー
は
槇
総
合
計
画
事

務
所
。
続
い
て
日
建
設
計
大
阪
オ
フ
ィ

ス
、
佐
藤
総
合
計
画
、
休
憩
を
挟
ん
で

梓
設
計
・RU

R ARC
H
ITEC

TU
RE 

D
PC

共
同
企
業
体
、
最
後
に
遠
藤
克

彦
建
築
研
究
所
の
プ
レ
ゼ
ン
と
ヒ
ア

リ
ン
グ
が
行
わ
れ
、
閉
会
し
た
。

　

そ
れ
に
し
て
も
、
明
治
時
代
に
名
だ

た
る
建
築
家
を
集
め
た
コ
ン
ペ
を
経

て
建
て
ら
れ
た
中
央
公
会
堂
で
、
同
じ

中
之
島
の
新
し
い
美
術
館
の
公
開
コ

ン
ペ
を
や
る
な
ん
て
、
と
て
も
粋
だ
。

そ
う
言
え
ば
中
央
公
会
堂
は
、
来
年
で

１
０
０
周
年
を
迎
え
る
。

　

同
時
に
建
築
コ
ン
ペ
と
い
う
営
み

に
も
強
く
惹
か
れ
た
。
誰
が
勝
つ
の

か
、
も
ち
ろ
ん
気
に
な
る
。
し
か
し
、

そ
れ
が
導
か
れ
る
一
つ
一
つ
の
プ
ロ

セ
ス
─
な
ぜ
そ
の
よ
う
な
案
に
な
っ

た
の
か
、
ど
の
よ
う
に
選
ば
れ
た
の
か

─
も
大
事
な
の
で
は
な
い
か
。

■
２
月
９
日
、
最
優
秀
案
は
遠
藤
克
彦

建
築
研
究
所
に
決
ま
っ
た
と
発
表
さ

れ
ま
し
た
。
こ
の
連
載
で
は
、
中
之
島

に
新
し
い
美
術
館
が
で
き
る
ま
で
を

記
録
し
て
い
き
ま
す
。

心
感
も
覚
え
る
。

　

公
開
コ
ン
ペ
な
ど
そ
う
そ
う
見
ら

れ
る
も
の
で
は
な
い
。
し
か
も
、
計
画

が
発
表
さ
れ
て
か
ら
30
年
以
上
も
経

過
し
て
い
る
美

術
館
で
あ
る
。

ど
こ
と
な
く
怖

い
も
の
見
た
さ
と
い
っ
た
空
気
も
漂

っ
て
い
た
気
が
す
る
。 

　

こ
の
日
行
わ
れ
た
の
は
、（
仮
称
）

大
阪
新
美
術
館
の
公
募
型
設
計
競
技

の
第
２
次
審
査
の
プ
レ
ゼ
ン
及
び
ヒ

ア
リ
ン
グ
で
あ
る
。
昨
年
10
月
に
第
1

次
審
査
が
実
施
さ
れ
、
68
者
の
中
か
ら

選
ば
れ
た
5
者
が
、
７
人
の
審
査
員
の

第
０
回  

プ
ロ
セ
ス
の
意
味

11
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天満天神繁昌亭 
毎月25日のお楽しみ天神寄席 噺のあとさき

二
月
席
の
一
コ
マ

髙　

木
下
さ
ん
は
昨
年
、『
天

下
一
の
軽
口
男
』
と
い
う
米
澤

彦
八
を
主
人
公
に
し
た
小
説
を

上
梓
さ
れ
ま
し
た
。

木　

元
禄
時
代
の
少
し
前
、
江

戸
・
京
都
・
大
坂
の
三
都
に
、

落
語
の
祖
と
言
わ
れ
る
人
が
ほ

ぼ
同
時
期
に
現
れ
た
ん
で
す
よ

ね
。
京
落
語
の
祖
は
露
の
五
郎

兵
衛
さ
ん
。
現
在
の
露
の
一
門

に
繋
が
る
方
で
す
。
江
戸
に
現

れ
た
の
が
、
鹿
野
武
左
衛
門
さ

ん
。
そ
し
て
、
少
し
遅
れ
て
出

て
き
た
米
澤
彦
八
。
生
國
魂
神

社
で
落
語
の
原
型
と
い
わ
れ
る

芸
を
し
て
い
ま
し
た
。

春　

彦
八
は
、
私
ら
に
と
っ
て

は
先
祖
の
よ
う
な
も
の
で
す
わ

な
。
と
は
い
え
、
旅
回
り
を
し

て
い
た
芸
人
の
こ
と
を
彦
八
と

呼
ん
で
い
た
と
も
言
わ
れ
、
あ

ま
り
い
い
名
前
で
な
い
と
聞
い

た
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

髙　

固
有
名
詞
か
ら
一
般
名
詞

に
な
っ
て
い
っ
た
と
い
う
こ
と

で
す
ね
。
で
も
、
彦
八
は
有
名

な
割
に
は
史
料
が
残
っ
て
な
い

ん
で
す
。
こ
の
小
説
で
は
落
語

の
祖
と
さ
れ
る
３
人
の
交
流
も

描
か
れ
て
い
て
、
木
下
さ
ん
の

物
語
を
つ
く
り
あ
げ
る
想
像
力

が
見
事
で
し
た
。

木　

彦
八
と
鹿
野
武
左
衛
門
は

ど
ち
ら
も
難
波
出
身
で
す
し
、

絶
対
に
繋
が
り
が
あ
る
は
ず
と

推
理
し
て
い
き
ま
し
た
。
実
は
、

露
の
五
郎
兵
衛
と
鹿
野
武
左
衛

門
は
、
共
同
で
お
笑
い
の
本
を

出
版
し
て
い
た
ん
で
す
。
彦
八

も
、
落
語
の
マ
ク
ラ
に
露
の
五

郎
兵
衛
を
リ
ス
ペ
ク
ト
し
た
か

の
よ
う
な
笑
い
話
を
入
れ
た
り

し
て
…
。

春　

ほ
ー
、
そ
れ
は
知
ら
ん
か

っ
た
！

鼎
談
／「
米
澤
彦
八
ト
リ
ビ
ュ
ー
ト
〜
地
口
・
軽
口
・
語
呂
合
せ
」

　
　
　
木
下
昌
輝
　
髙
島
幸
次
　
桂
春
之
輔  

四
月
席
の
ご
案
内

申
込
受
付
中

御
来
場
御
礼

桂きん枝さんの「一文
笛」には、現在の医療問
題にも通じる医者と患者
のやりとりが登場。

御
来
場
御
礼

イラスト／フジワラトモコ

落
語
／
桂
三
扇「
じ
い
ち
ゃ
ん
ホ
ス
ト
」

　
　
　
桂
三
象「
シ
ル
バ
ー
ウ
ェ
デ
ィ
ン
グ
ベ
ル
」

　
　
　
林
家
菊
丸「
看
板
の
ピ
ン
」

　
　
　
笑
福
亭
竹
林「
死
神
」　

　
　
　
桂
き
ん
枝「
一文
笛
」

鼎
談
／「
笑
老
病
死
を
語
る
」

　
　
　
ゲ
ス
ト
／
久
坂
部
羊（
作
家
・
医
師
）

　
　
　
髙
島
幸
次（
大
阪
大
学
招
聘
教
授
）

　
　
　
桂
春
之
輔

◉
お
題【
老
い
】

 「
老
い
を
笑
え
る
か
」

　

日
本
に
限
ら
ず
、
高
齢
化
が
問
題
に
な
っ

て
い
る
の
は
皆
さ
ん
ご
存
じ
の
と
お
り
。
笑

え
な
い
テ
ー
マ
で
は
あ
る
が
、あ
え
て「
老
い
」

を
笑
い
に
変
え
た
落
語
の
数
々
を
楽
し
も
う
。

　

ゲ
ス
ト
は
、
認
知
症
を
扱
っ
た
小
説
『
老

乱
』
で
話
題
の
久
坂
部
羊
さ
ん
。
認
知
症
の

老
人
と
そ
れ
を
介
護
す
る
家
族
、
双
方
の
視

点
で
描
い
た
作
品
だ
。
現
役
医
師
だ
か
ら
こ

そ
い
え
る
医
療
現
場
事
情
と
、
老
い
や
病
気

を
怖
が
ら
な
い
心
構
え
を
語
る
。

ナ
カ
ノ
シ
マ
大
学
で
お
得
な
前
売
り
券
を
発
売
中
!

開
催
日
／
4
月
25
日（
火
）

開
演
時
間
／
6・30 

PM
〜（
開
場
6・00 

PM
〜
／
受
付
開
始
5・45 

PM
〜
）

受
講
料
／
2
3
0
0
円（
通
常
：
前
売
2
5
0
0
円
／
当
日
3
0
0
0
円
）

お
支
払
い
方
法
／
当
日（
5・45 

PM
〜
）、繁
昌
亭
入
口
付
近
の「
ナ
カ
ノ
シ
マ
大
学
受
付
」に
て
お
支
払
い
く
だ
さ
い
。

※
予
定
枚
数
に
達
し
次
第
、予
約
受
付
を
終
了
し
ま
す
。※
ナ
カ
ノ
シ
マ
大
学
で
は
当
日
券
の
販
売
は
致
し
ま
せ
ん
。

●
お
申
し
込
み
方
法
、お
問
い
合
わ
せ
先
は
Ｐ
9
を
参
照
し
て
く
だ
さ
い
。

作家で医師の久坂部羊
先生が、高齢化が進む
上方落語界に貴重なア
ドバイス？！
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理
を
味
わ
え
る
［
福
吉
兆
］
な
ど

１７
店
舗
。
新
業
態
の
店
舗
が
多
く
、

華
や
か
な
新
拠
点
へ
の
意
気
込
み

が
う
か
が
え
る
。
ビ
ジ
ネ
ス
ラ
ン

チ
に
も
、
ハ
レ
の
日
に
も
使
え
る

と
い
う
う
た
い
文
句
が
オ
フ
ィ
ス

街
ら
し
い
。

　

同
タ
ワ
ー
の
最
上
階
に
は
こ
の

６
月
９
日
（
金
）
に
高
級
ホ
テ
ル

の
［
コ
ン
ラ
ッ
ド
大
阪
］
が
、
ま

た
来
春
に
は
、
朝
日
新
聞
社
の
創

業
者
・
村
山
龍
平
が
蒐
集
し
た
古

美
術
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
所
蔵
す
る

［
香
雪
美
術
館
］
が
オ
ー
プ
ン
。
音

楽
ホ
ー
ル
や
ホ
テ
ル
、
美
術
館
ま

で
有
す
る
新
し
い
ラ
ン
ド
マ
ー
ク

は
、
確
か
に
タ
ワ
ー
そ
の
も
の
が

ひ
と
つ
の
「
街
」
と
称
さ
れ
る
に

ふ
さ
わ
し
い
。（

江
口
由
夏
・
本
誌
）

　

来
る
４
月
17
日
（
月
）、
中
之
島

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
タ
ワ
ー
の
西
向

か
い
で
、「
中
之
島
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
タ
ワ
ー
・
ウ
エ
ス
ト
」
が
開
業

す
る
。
建
設
中
の
姿
は
本
誌
で
も

取
り
上
げ
て
き
た
が
、
や
は
り
四

つ
橋
筋
を
挟
ん
で
そ
び
え
る
超
高

層
ツ
イ
ン
タ
ワ
ー
の
街
「
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
シ
テ
ィ
」
は
圧
巻
だ
。

　

新
し
い
タ
ワ
ー
の
地
下
１
階
か

ら
２
階
は
商
業
ゾ
ー
ン
。
そ
の
顔

ぶ
れ
は
、
大
阪
初
出
店
の
和
食
ダ

イ
ニ
ン
グ
［Dynam

ic Kitchen
&Bar 

響
］
や
、
気
軽
に
懐
石
料

2F Dynamic Kitchen& Bar 響2F 福吉兆

フェスティバルシティ
中之島フェスティバルタワー・
ウエスト
4月17日（月）オープン
http://www.festival-city.jp/

ト
ウ
ミ
ン
月
報

２０１７年４月１日発行

　

こ
こ
数
年
で
す
っ
か
り
き
れ
い

に
な
っ
た
け
れ
ど
、
そ
の
先
の
ビ

ジ
ョ
ン
は
？　

中
之
島
や
天
満
天

神
エ
リ
ア
の
未
来
に
つ
い
て
、
夢

を
持
っ
て
語
り
合
い
、
発
信
す
る

べ
く
、「
中
之
島
ア
イ
ラ
ン
ド
・
ミ

ー
テ
ィ
ン
グ
」
が
開
催
さ
れ
た
。

　

平
成
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｋ
Ａ
天
の
川
伝
説

の
実
施
団
体
で
あ
る
「
お
し
て
る

な
に
わ
」
と
、
関
西
・
大
阪
２１
世

紀
協
会
が
主
催
。
第
１
部
の
基
調

講
演
で
は
、
ご
存
じ
髙
島
幸
次
先

生
が
「
面
白
か
っ
た
中
之
島
の
時

代
」
と
題
し
、
人
々
の
生
活
に
川

が
寄
り
添
っ
て
い
た
時
代
の
風
景

を
紹
介
し
た
。

　

続
く
第
２
部
は
有
識
者
５
人
に

よ
る
座
談
会
。
大
阪
天
満
宮
の
寺

井
種
伯
宮
司
を
は
じ

め
、
フ
ジ
オ
フ
ー
ド

シ
ス
テ
ム
の
藤
尾
政

弘
社
長
、
関
西
大
学

前
学
長
の
楠
見
晴
重

氏
、
ラ
ン
ド
マ
ー
ク
・

ジ
ャ
パ
ン
の
原
野
芳

弘
氏
、
関
西
テ
レ
ビ

ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
の
村

西
利
恵
氏
が
登
壇
し

た
。

　

中
之
島
に
は
水
都
大
阪
に
ふ
さ

わ
し
い
シ
ン
ボ
ル
が
必
要
と
い
っ

た
意
見
や
、
海
外
の
街
を
例
に
挙

げ
た
観
光
の
ヒ
ン
ト
な
ど
が
披
露

さ
れ
、
登
壇
者
そ
れ
ぞ
れ
の
街
へ

の
思
い
入
れ
や
、
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル

に
対
す
る
期
待
の
高
さ
が
う
か
が

え
た
。　
（
大
迫 

力
・
本
誌
）

中
之
島
＆
天
満
天
神
エ
リ
ア
の
未
来
は
？

ア
イ
ラ
ン
ド
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
開
催

中
之
島
＆
天
満
天
神
エ
リ
ア
の
未
来
は
？

ア
イ
ラ
ン
ド
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
開
催

中
之
島
＆
天
満
天
神
エ
リ
ア
の
未
来
は
？

ア
イ
ラ
ン
ド
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
開
催

待
ち
に
待
っ
た
ツ
イ
ン
タ
ワ
ー
が
完
成
!

 「
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
シ
テ
ィ
」の
街
び
ら
き

待
ち
に
待
っ
た
ツ
イ
ン
タ
ワ
ー
が
完
成
!

 「
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
シ
テ
ィ
」の
街
び
ら
き

待
ち
に
待
っ
た
ツ
イ
ン
タ
ワ
ー
が
完
成
!

 「
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
シ
テ
ィ
」の
街
び
ら
き

　毎日のように水辺に多く
の人が集まり、そして観光
船に乗る。船内での過ごし
方も多様化してきました。
乗船時間いっぱい目を皿の
ように何が見えるか探して
いた観光から、景色をゆったり鑑賞する。
そんな人たちも増えてきました。ずっとお
喋りしている人も、携帯で自撮りしている
人もいます。船内という、制約された環境
の中でどのように楽しむか？　今後の我々
の大きな課題です。

　先日、アクアライナーの船内でプロポー
ズをしていたカップルがいました。たぶん
川沿いのレストランで式を挙げるのでしょ
う。彼氏は、川沿いのウエディングレストラ
ンが見えた瞬間、彼女に指輪を渡し、プロ
ポーズ！　サプライズだったのか、彼女の
喜ぶ姿がとても印象的でした。
　たとえば、船の外に目をやると、カップル
や家族連れが水辺を散策しています。そん
な人たちの幸せを眺めてみる。普段、会社
ではイライラすることも多く、目も吊り上りが
ちな日 。々風景の中にあふれる幸せを見つ
けることで、少し心も穏やかになったりして。
　あるいは、ここは川ではなく外海。長い
船旅を妄想すれば、あっという間に乗船
時間を満喫できます。春の陽気は、妄想ク
ルーズにぴったりですよ。

アクアライナーは毎日運航中!
料金／大人1,700円 こども（小学生）850円
※春季期間は、大人2,000円 こども（小学生）1,000円
運航時間／10時台～17時台
　　　　　（所要時間：周遊約60分）

大阪水上バスの
クルーズ歳時記

クルー
が毎月

綴ります

クルーズで妄想しよう

☎06-6942-5511（予約優先制）

http://suijo-bus.osaka/

大阪水上バス　アクアライナー

大阪水上バス
企画宣伝部
岸田俊徳さん
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店
名
の
「
麒
麟
の
ま
ち
」
と
は
、
ず
ば
り
鳥

取
県
東
部
と
兵
庫
県
北
部
の
こ
と
な
ん
で
す
。

江
戸
時
代
の
頭
に
、
鳥
取
藩
主
の
も
と
で

始
ま
っ
た
「
麒
麟
獅
子
」
と
い
う
獅
子
舞
が
、

や
が
て
因
幡
国
（
鳥
取
県
東
部
）
の
名
物
に
な
り
、

ご
近
所
の
但
馬
国（
兵
庫
県
北
部
）に
伝
わ

っ
た
そ
う
で
す
。
そ
ん
な
３
５
０
年
以
上

続
く
伝
統
芸
能
に
ち
な
ん
だ
拠
点
の
厨
房

で
、庖
丁
を
に
ぎ
る
。
背
筋
が
伸
び
ま
す
ね
。

　
［
麒
麟
の
ま
ち
］は
、食
を
通
し
て
鳥
取
市

周
辺
の
文
化
や
最
新
情
報
を
発
信
し
よ
う

と
い
う
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
で
す
。特
産
品

が
買
え
る
ス
ペ
ー
ス
の
横
に
レ
ス
ト
ラ
ン

が
併
設
さ
れ
、
そ
こ
で
出
す
料
理
に
は
鳥

取
市
の
食
材
を
メ
イ
ン
に
使
っ
て
い
ま
す
。

　

実
は
、
大
阪
で
長
く
料
理
人
を
務
め
て

き
ま
し
た
が
、
鳥
取
県
産
の
食
材
を
強
く

意
識
し
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

そ
こ
で
今
回
、
メ
ニ
ュ
ー
を
考
え
る
う
え

で
鳥
取
市
を
訪
れ
て
み
ま
し
た
。
驚
い
た
の
は
、

野
菜
も
肉
も
魚
も
、
何
を
食
べ
て
も
美
味
し
か

っ
た
こ
と
。
現
地
の
方
は
、食
材
が
新
鮮
な
の
で
、

最
低
限
の
調
理
し
か
施
し
ま
せ
ん
。
野
菜
は
生

で
、
魚
は
さ
っ

と
焼
く
だ
け
な

の
に
、
そ
れ
が

素
材
自
身
が
持

つ
う
ま
み
を
生

http://festivalplaza.jp/　
提供／株式会社 朝日ビルディング

祝 祭 へ よ う こ そ 。

フェスティバルプラザで会いましょう。   Vol.10

　鳥取県東部＆兵庫県北部の〝因但〟グルメが楽しめるアン
テナショップ。店内でいただける和食中心のランチは、豚角煮
定食やチキン南蛮定食（各850円）、鳥取の食材をバランス
よく味わえる「きりん御膳」（1,000円）など。洋風のデリをテイ
クアウトできるのも嬉しい。地酒は30種以上（380円〜）揃え、
旬のアテもスタンバイ。メニューにある特産品は、併設の物販
スペースで購入できるものも。☎06-6202-5335 11:00AM
〜11:00PM（情報案内コーナーは7:00PMまで）

毎月確実に読みたい方は、ぜひお申し込みください。まずは下記の電話番号までお問い合わせ下さい。

編集・発行人／大迫 力（編集集団140B）
編集・発行／月刊島民プレス　
若狭健作　綱本武雄（株式会社 地域環境計画研究所）　
松本 創　江口由夏（編集集団140B）
〒530-0004 大阪市北区堂島浜2-1-29 古河大阪ビル4階
Tel 06-4799-1340　Fax 06-4799-1341
制作進行／堀西 賢（ALEGRESOL）
デザイン／山㟢慎太郎　
表紙イラスト／奈路道程
印刷／佐川印刷株式会社

か
し
て
い
ま
し
た
。

　

で
も
、
せ
っ
か
く
大
阪
の
人
た
ち
に
食
べ
て

も
ら
う
な
ら
、
私
な
り
の
工
夫
を
加
え
た
い
と

思
っ
た
ん
で
す
。
た
と
え
ば
、
鳥
取
市
気
高
町

産
の
「
日
光
生
姜
」
や
「
砂
丘
ら
っ
き
ょ
う
」

の
よ
う
な
、
メ
イ
ン
の
食
材
を
引
き
立
て
る
名

産
品
は
、
豚
角
煮
や
タ
ル
タ
ル
ソ
ー
ス
に
入
れ

こ
ん
で
活
躍
さ
せ
る
。
そ
し
て
、
味
の
決
め
手

に
な
る
調
味
料
も
鳥
取
の
も
の
を
使
っ
て
み
ま

し
た
。
魚
料
理
な
ら
、
鳥
取
で
つ
く
ら
れ
た
醤

油
で
、
鳥
取
の
漁
港
か
ら
届
い
た
魚
を
煮
付
け

て
み
る
。
メ
ニ
ュ
ー
に
は
書
い
て
い
な
い
、
見

え
な
い
と
こ
ろ
に
も
鳥
取
市
の
食
材
を
使
っ
て

い
る
の
で
、
お
客
さ
ん
に
は
そ
の
取
り
合
わ
せ

を
味
わ
っ
て
も
ら
い
た
い
で
す
。

　

特
定
の
地
域
の
食
材
ば
か
り
を
扱
う
の
は
初

め
て
で
し
た
が
、
鳥
取
市
長
を
は
じ
め
、
試
行

錯
誤
し
た
メ
ニ
ュ
ー
が
地
元
の
方
々
か
ら
好
評

だ
っ
た
の
が
嬉
し
か
っ
た
で
す
ね
。「
こ
う
料
理

す
れ
ば
も
っ
と
美
味
し
く
な
る
の
か
！
」
と
、

そ
ん
な
発
見
に
も
つ
な
が
っ
て
も
ら
え
れ
ば
。

試
食
会
で
は
「
ラ
ン
チ
の
ハ
タ
ハ
タ
は
大
き
い

も
の
１
匹
よ
り
も
、
小
さ
め
の
も
の
２
匹
の
ほ

う
が
食
べ
や
す
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
」
な
ど
の
ア

ド
バ
イ
ス
も
。［
麒
麟
の
ま
ち
］は
、地
元
の
人
々

と
一
丸
に
な
っ
て
つ
く
ら
れ
て
い
る
ん
で
す
。

　

夜
は
ぜ
ひ
、
鳥
取
県
で
し
か
作
ら
れ
て
な
い

酒
米
「
強
力
」
を
使
っ
た
地
酒
を
楽
し
ん
で
く

だ
さ
い
。
山
海
の
お
す
す
め
の
ア
テ
を
“
ち
ぃ

と
う
”（
ち
ょ
っ
と
ず
つ
）
盛
っ
た
膳
も
ご
一
緒

に
。
独
特
の
酸
味
が
、
珍
味
の
豆
腐
ち
く
わ
や

漬
物
に
合
う
ん
で
す
よ
。

 「
見
え
な
い
と
こ
ろ
に
も
、

鳥
取
市
の
食
材
を
使
っ
て
い
ま
す
」

Information from 麒
き り ん

麟のまち ［中之島フェスティバルタワーB1階］

新オープン! 4月10日にお待ちしています

 ［麒麟のまち］
料理長

田中健一さん
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大「島民」MAP 橋を渡って通う人、川を見ながら帰る人、
みんな「島民」です!

●京阪電車関連　京阪電車主要駅／京阪シティモール／京阪モール／デリスタ天満橋店／ホテル京阪 天満橋／ホテル京阪 京橋 グランデ
●大阪市北区・中央区・福島区　［書店］旭屋書店 梅田地下街店／紀伊國屋書店 梅田本店・グランフロント大阪店・本町店／ジュンク堂書店 大阪本店・梅田ヒルトンプラザ店・天満橋店／MARUZEN&ジュンク堂書店 梅
田店／文教堂書店 淀屋橋店／隆祥館書店　［公共施設・大学関連施設など］アイスポット／朝日カルチャーセンター／味の素 食のライブラリー／ABC朝日放送／大阪企業家ミュージアム／大阪倶楽部／大阪工業技術専
門学校／大阪国際会議場／大阪市中央公会堂／大阪市立科学館／大阪市立総合生涯学習センター／大阪市役所市民情報プラザ／大阪城天守閣／大阪商工会議所／大阪大学中之島センター／大阪21世紀協会
／大阪府立中之島図書館／大阪ボランティア協会／大阪歴史博物館／追手門学院 大阪梅田サテライト／川の駅はちけんや／関西学院大学 大阪梅田キャンパス／慶應大阪シティキャンパス／国立国際美術館／
CITYNAIL'Sインターナショナルスクール／芝川ビル／市立住まい情報センター／少彦名神社／中央電気倶楽部／適塾／ドーチカ／ホテルNCB／メビック扇町／立命館大阪オフィス／龍谷大学大阪梅田キャンパス　［店
舗・医院など］アンドール 本町本店／上町貸自転車／Ultra 2nd／江戸前鰻料理 志津可／天満橋鍼灸整骨院／MJB珈琲店／エルマーズグリーン コーヒーカウンター／大西洋服店／OOO(オーー)／カセッタ／喫茶カンタ
ーロ／喫茶SAWA／グランスイート中之島／黒門さかえ／コモンカフェ／The Court／サトウ花店 中之島本店／ザ・メロディ／シアトルベストコーヒー新関電ビル店／じろう亭／Girond's JR／心斎橋山田兄弟歯科／住友病
院／セブンイレブン大阪証券取引所店／タピエスタイル／たまがわ鍼灸整骨院／東郷歯科医院／NAKAGAWA1948 淀屋橋店／ナンジャーノ／パストラーレ／花かつ／BAR THE TIME 天神／平岡珈琲店／ビルマニア
カフェ／FOLK／フレイムハウス／ミニジロー／宮崎歯科／やきとりばかや／吉田理容所／LES LESTON
●大阪市内その他　［書店］旭屋書店 なんばCITY店／紀伊國屋書店 京橋店／ジュンク堂書店　難波店／福島書店／柳々堂／ルーブル書店　［公共施設・大学関連施設など］大阪科学技術館／大阪市社会福祉研
修・情報センター／大阪市立中央図書館／大阪府立江之子島文化芸術創造センター／川口基督教会　［店舗・医院など］あじさい／アートアンドクラフト／欧風食堂 ミリバール／大阪シティ信用金庫 江戸堀支店／御舟か
もめ／カルチャーカフェ上方／Calo Bookshop and cafe／写真とプリント社／鳥かごキッチン／ネイルサロン スワンナ／バルピコ／ホステル64オオサカ／MANGUEIRA／Loop A　
●大阪府下　旭屋書店 京阪守口店／学運堂／Books 呼文堂／水嶋書房 くずはモール店／大阪狭山市立図書館／大阪市立難波市民学習センター／大阪大学企画部広報・社学連携事務室／大阪大学 21世紀懐徳
堂／大阪大学本部／大阪府立中央図書館／摂南大学 地域連携センター／野村呼文堂／郵政考古学会／ゆったりんこ／連携考房 童子
●大阪府以外　ジュンク堂書店 西宮店／恵文社 一乗寺店／水嶋書房 丹波橋店／伊丹市文化振興財団／川のほとりの美術館／納屋工房／タバーン・シンプソン／百練／奈良県立図書情報館／龍谷ミュージアム
●東京　往来堂書店（千駄木）／BOOKSルーエ（吉祥寺）／B&B（下北沢）／隣町珈琲（荏原中延）／ONLY FREE PAPER（東小金井）／かもめブックス（新宿）

『月刊島民』はここでもらえます。

バックナンバーをご希望の方には１冊100円（手数料）でお譲りしています。なお、品切れの号もありますが、予めご了承ください。お問い合わせは下記の電話番号まで。

毎月確実に読みたい方は、ぜひお申し込みください。まずは下記の電話番号までお問い合わせ下さい。

◎バックナンバーお譲りします。

◎定期購読も受け付け中です。

編集・発行人／大迫 力（編集集団140B）
編集・発行／月刊島民プレス　
若狭健作　綱本武雄（株式会社 地域環境計画研究所）　
松本 創　江口由夏（編集集団140B）
〒530-0004 大阪市北区堂島浜2-1-29 古河大阪ビル4階
Tel 06-4799-1340　Fax 06-4799-1341
制作進行／堀西 賢（ALEGRESOL）
デザイン／山﨑慎太郎　
表紙イラスト／奈路道程
印刷／佐川印刷株式会社

次号予告ステレオタイプをぶっ飛ばせ。
「東洋のシテ島」や「水の都」、「天下の台所」に「東洋のマンチェスター」。
中之島につきまとう常套句やイメージは正しいのか、再検証していく。

●『月刊島民』vol.106は2017年5月１日発行です!
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国立国際
美術館

5/12
ナカノシマ大学
開催!

5/12
ナカノシマ大学
開催!

ABC朝日放送
渡辺橋駅

東洋陶磁美術館

大阪科学技術館 御霊神社

4/22
ナカノシマ大学
開催!

4/22
ナカノシマ大学
開催!

適塾

天満天神繁昌亭
（P12）

大阪城
天守閣

大阪商工
会議所

ダイビル
本館

リーガロイヤル
ホテル

北御堂

日本銀行
大阪支店

中之島ダイビル

堂島リバー
フォーラム

アートエリアB1

大阪大学
中之島
センター中之

島駅

大阪国際会議場

大同生命
大阪本社

大阪府立
中之島図書館

中之島
フェスティバルタワー・
ウエスト（P13）

大阪市立
科学館

大阪市中央公会堂（P9）

立命館大阪梅田キャンパス
（大阪富国生命ビル5F/ P10）

＆ ISLAND
（P7）

MOUNT
（P7）

NORTH SHORE
（P6）

LOVE
CENTRAL（P6）

中之島バンクス
（P2～）

麒麟のまち
（中之島フェスティバルタワー
B1F／P14）

川の駅
はちけんや
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